





本論文は、安中進氏が、2019 年 12 月 9 日に課程博士の学位申請論文として
早稲田大学大学院政治学研究科に提出し、同研究科運営委員会が 2019 年 12 月
11 日に受理を承認したものである。本博士学位申請論文最終口頭試問は、政治
学研究科から河野勝（主査）と久米郁男（副査）、外部から岡崎哲二（東京大学








安中氏の博士学位申請論文の審査過程全体を振り返ると、2017 年12 月 14 日
に論文構想試験を行ったが、その時点での研究計画は十分かつ適切な水準に達
しておらず、審査委員会は不合格と判定した。2018 年 12 月 7 日に行った論文







































































































































































































2020 年 1 月 28 日
河野 勝 早稲田大学政治経済学術院教授 (Ph.D. 政治学)
久米郁男 早稲田大学政治経済学術院教授 (Ph.D. 政治学)





















・第 5章 出典論文はなし。学会報告としては、Annaka, Susumu and Masaaki
Higashijima, ”Democratizationand HumanDevelopment,” EuropeanPolitical Science
Association Annual Conferenceat Milan June 2017（自由論題口頭発表・査読あり）、
Annaka, Susumuand Masaaki Higashijima, “Democratizationand Human
Development,” IMT School for Advanced Studies Lucca Research Seminars at Lucca
June 2017（英語口頭発表・招待あり・論文提出あり）、安中進・東島雅昌“Democratization
and Human Development,” 日本比較政治学会第 20回研究大会、成蹊大学、2017年 6月
（自由論題口頭発表・査読あり）、Annaka, Susumuand Masaaki Higashijima,
“Democratization and HumanDevelopment,” The 1st CPPE ConferenceonPolitical
Economy、早稲田大学、2017年 3月（英語口頭発表・査読なし）、安中進・東島雅昌
“Democratization and HumanDevelopment,” 国際研究集会「計量・数理政治学のフロン
ティア」、学習院大学、2017年 1月（口頭発表・査読あり）など。なお、この章を本論文
に含めることについては、共著者である東島雅昌氏から書面にて同意を得ている。
